
 
 

＝
視
聴
覚
教
育
あ
れ
こ
れ
＝ 

●
自
作
視
聴
覚
教
材
が
完
成
し
ま
し
た 

「
お
か
ざ
き
映
像
教
材
研
究
会
」
制
作
の
教
材
が
完
成
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
理
科
教
材
が
一
本
、
社
会
科
教
材

が
二
本
、
道
徳
科
教
材
が
一
本
、
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
い

ず
れ
の
教
材
も
学
習
で
の
使
い
や
す
さ
を
考
え
て
作
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
御
活
用
く
だ
さ
い
。 

 作
品
・
班
員
の
紹
介 

Ａ
班
『
岡
崎
の
川
で
宝
探
し 

～
密
度
の
差
を
利
用
し
て
～
』 

（
対
象 

中
学
校
一
年 

理
科
） 

服
部
将
也
（
豊
富
小
）
杉
山
康
子
（
常
磐
小
）
渡
邊
智
文
（
大
樹
寺
小
） 

神
野
裕
美
（
美
合
小
）
米
澤
和
志
（
愛
宕
小
）
神
谷
明
彦
（
三
島
小
） 

太
田
尚
志
（
藤
川
小
） 

Ｂ
班
『
お
か
ざ
き
匠
の
会 

～
伝
統
を
引
き
継
ぐ
新
し
い
〝
つ
な
が
り
〟
～
』 

（
対
象 

社
会
教
育
） 

水
野
利
明
（
矢
作
中
）
鈴
木
一
史
（
竜
海
中
）
忠
内
亮
太
（
大
門
小
） 

田
中
章
太
郎
（
大
門
小
）
畔
柳
駿
（
城
南
小
）
中
山
美
奈
子
（
竜
南
中
） 

内
田
雅
之
（
岡
崎
小
） 

Ｃ
班
『
矢
師
の
挑
戦
～
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
た
め
に
～
』 

（
対
象 

中
学
校
三
年 

社
会
） 

石
谷
遼
一
（
生
平
小
）
鈴
木
奈
穂
子
（
新
香
山
中
）
赤
堀
大
知
（
竜
海
中
） 

吉
田
あ
ゆ
み
（
岩
津
小
）
藤
渕
俊
旭
（
新
香
山
中
）
鈴
木
俊
宏
（
男
川
小
） 

佐
渡
英
彰
（
広
幡
小
） 

Ｄ
班
『
Ｓ
Ｎ
Ｓ
っ
て
危
な
い
も
の
？ 

～
あ
な
た
な
ら
ど
う
発
信
す
る
？
～
』 

（
対
象 

中
学
校 

道
徳
） 

岩
川
皓
司
（
六
北
小
）
鈴
木
広
樹
（
額
田
中
）
手
嶋
夕
菜
（
羽
根
小
） 

長
谷
川
誉
幸
（
矢
作
中
）
飯
田
将
太
（
羽
根
小
）
廣
藤
静
香
（
大
門
小
） 

河
合
泰
宏
（
羽
根
小
） 
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これ知ってる！？ 
スクールコックピットシステム 

小学校から社会に出るまでの期

間、基本情報、成績、体力、出欠

情報を全て一元管理するもの。シ

ンガポールが２００２年から導入

し、学校の子供一人一人に合った

レベルで一貫した教育を受けられ

るようになっている。 

～作品の紹介～ 

Ａ班「岡崎の川で宝探し」 

Ｃ班「矢師の挑戦」 

創
造
的
に
学
ぶ 

 
 

 

現
職
研
修
委
員
会
学
習
情
報
部
長 

岡 

秀
之  

本
年
度
、
市
内
か
ら
二
百
名
を
越
え
る
参
観
者
を
招

い
て
、
羽
根
小
学
校
で
研
究
発
表
会
を
開
催
で
き
た
こ

と
を
う
れ
し
く
思
う
。
同
時
に
コ
ロ
ナ
禍
で
な
け
れ
ば
、

全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
参
観
者
を
募
り
た
か
っ
た
の
も

本
音
で
あ
る
。
羽
根
小
の
研
究
目
的
は
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
学
習
」
で
は
な
い
。「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
」
は
、

あ
く
ま
で
手
だ
て
で
あ
っ
て
、
ス
キ
ル
の
習
得
や
論
理

的
思
考
の
育
成
を
通
し
て
、
そ
の
向
こ
う
に
あ
る
最
終

的
な
目
的
を
目
指
し
て
い
る
。
本
校
で
は
そ
の
目
的
を

「
自
分
な
り
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
新
た
な
価
値
や

発
想
を
生
み
出
し
て
い
く
資
質
・
能
力
を
育
む
」
こ
と

と
し
た
。
そ
の
一
端
を
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
。 

「
こ
う
す
れ
ば
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
よ
」
と
は
、
授
業

中
に
グ
ル
ー
プ
内
で
出
さ
れ
た
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
る
。

六
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
実
践
「
高
齢
者
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
を
作
る
」
で

は
、
交
流
を
し
て
き
た
高
齢
者
施
設
の
方
々
を
想
定
し
、

車
い
す
の
方
が
、
コ
ン
ビ
ニ
の
高
い
棚
に
あ
る
商
品
を

手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
た
。
車
い

す
生
活
で
高
い
場
所
に
手
が
届
か
な
い
な
ら
、
棚
を
動

か
せ
ば
よ
い
と
考
え
、
棚
を
下
げ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組 

ん
だ
。
と
こ
ろ
が
友
達
か
ら
、
危
険
性
を
指
摘
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
グ
ル
ー
プ
内
で
考
え

「
…
秒
で
Ｘ
座
標
を
…
に
、
Ｙ
座
標
を
…
に
変
え
る
」

と
い
う
ス
ク
リ
プ
ト
に
「
…
の
音
を
鳴
ら
す
」
を
付
け

加
え
、
高
齢
者
が
よ
り
安
全
に
買
い
物
で
き
る
よ
う
に
、

聴
覚
の
要
素
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
便
利
さ
に
、
安
全

性
と
い
う
新
た
な
価
値
を
発
想
し
た
の
だ
。 

今
年
度
、
「
お
か
ざ
き
映
像
教
材
研
究
会
」
が
四
本

の
教
材
を
制
作
し
、
私
た
ち
に
新
た
な
手
だ
て
を
与
え

て
く
れ
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
が
、
小

中
学
校
の
課
程
で
身
に
付
け
る
べ
き
情
報
活
用
能
力
を

明
確
化
し
、
学
年
を
通
し
て
計
画
的
・
系
統
的
に
育
成

で
き
る
よ
う
「
岡
崎
版
情
報
活
用
能
力
レ
ベ
ル
マ
ッ
プ
」

を
制
作
し
、
教
育
環
境
を
整
え
て
く
れ
て
い
る
。
本
市

に
は
、
教
育
の
た
め
に
協
力
を
惜
し
ま
な
い
多
く
の
方

が
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
手
だ
て
を
駆
使
し
、
環
境
を

生
か
し
て
、
私
た
ち
が
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
授
業

を
創
造
す
る
番
だ
。
と
に
か
く
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
。 

折
り
紙
好
き
な
五
年
生
児
童
に
「
先
生
、
折
り
紙
も

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
で
す
よ
ね
」
と
言
わ
れ
て
「
ハ

ッ
」
と
し
た
。
何
気
な
い
一
言
な
の
だ
が
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
学
習
を
理
解
し
て
い
な
い
と
言
え
な
い
言
葉
だ

っ
た
か
ら
だ
。
こ
の
児
童
が
、
中
学
校
で
ど
の
よ
う
に

育
っ
て
い
く
の
か
、
楽
し
み
で
仕
方
な
い
。 



＝
実
践
報
告
＝ 

社
会
科
「
残
し
た
い
も
の
、
伝
え
た
い
も
の
」 

山
中
小
学
校 

安
藤 

怜
菜 

四
年
生
の
社
会
科
「
残
し
た
い
も
の
、
伝
え
た
い
も
の
」

の
学
習
で
は
、
岡
崎
市
内
の
文
化
財
や
年
中
行
事
に
つ
い

て
調
べ
、
保
存
や
継
承
に
関
わ
る
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
願

い
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
そ
こ
で
、
調
べ
学
習
の

手
だ
て
と
し
て
、
自
作
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
教
材
「
岡

崎
の
伝
統
～
守
り
受
け
継
ぐ
人
々
の
思
い 

～
」
を
活
用
し
た
。 

 

本
教
材
は
、
八
丁
味
噌
や
鬼
祭
り
な
ど 

五
つ
の
伝
統
内
容
ご
と
に
編
集
さ
れ
て
い 

る
。
そ
の
た
め
、
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分 

か
れ
て
、
伝
統
の
歴
史
や
関
わ
る
人
の
思 

い
な
ど
を
ス
ク
ー
ル
タ
ク
ト
に
ま
と
め
て 

い
く
形
を
と
っ
た
。
子
供
は
、
重
要
な
と 

こ
ろ
を
抜
き
出
す
だ
け
で
な
く
、
難
し
い
言
葉
を
調
べ
た

り
、
動
画
を
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
切
り
取
っ
た
り
し

て
、
工
夫
し
な
が
ら
ま
と
め
て
い
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
調
べ
た
こ
と
を
発
表
す
る
と
、
「
三
河
木
綿
と
い
う
も

の
が
あ
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」
「
八
丁
味
噌
は
か
な

り
昔
か
ら
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝

統
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
伝

統
を
守
り
続
け
る
た
め
に
努
力
し
て
い
る
人
た
ち
の
思
い

を
知
り
、「
岡
崎
の
伝
統
を
ず
っ
と
大
切
に
し
た
い
」
と
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
子
供
も
い
た
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
調
べ
学
習
は
、
情
報
量
が

多
す
ぎ
て
、
子
供
が
ま
と
め
る
に
は
難
し
い
。
し
か
し
、

本
教
材
の
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
情
報
を
整
理
し
て
あ
る
も

の
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
子
供
の
主
体
的
な
活
動
を
手
助

け
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
改
め
て
感
じ
た
。 

 

 

   
 

 
 

 
 

                             

                                

                                

 

 

●
本
年
度
購
入
の
新
規
貸
出
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
の
紹
介 

◇
情
報
モ
ラ
ル
教
育
関
係 

 

・
み
ん
な
の
情
報
モ
ラ
ルⅥ

 

情
報
発
信
の
影
響
と
そ
の
責
任
（
20
分
） 

◇
新
型
コ
ロ
ナ
関
係 

 

・
新
型
コ
ロ
ナ
と
心
の
ケ
ア
（
全
２
巻
） 

（
各
巻
約
30
分
） 

◇
道
徳
関
連 

 

・
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
の
い
じ
め
を
な
く
す
作
戦 

（
約
15
分
） 

 

・
性
ひ
が
い
、
ひ
と
り
で
苦
し
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？ 

自
分
の
か
ら
だ
を
守
る
ヒ
ン
ト
（
約
18
分
） 

・
サ
ン
タ
・
カ
ン
パ
ニ
ー 

 

真
夏
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
（
27
分
） 

・
映
像
で
学
ぶ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
入
門 

全
５
巻 

（
各
巻
約
30
分
） 

◇
防
災
教
育
関
連 

・
自
然
災
害
へ
の
備
え 

い
の
ち
を
守
る
７
か
条
（
約
20
分
） 

 

こ
こ
で
紹
介
し
た
以
外
に
も
複
数
教
材
が
あ
り
、
全

て
令
和
四
年
四
月
か
ら
貸
出
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
積
極
的
な
御
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

★
編
集
後
記
★ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
振
り
回
さ
れ

る
一
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
な
ど
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
が
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る

こ
と
を
実
感
し
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
先
生
方
の
ご
協
力
を
賜
り
つ
つ
、
有
益

な
情
報
を
発
信
し
、
先
生
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
な

月
報
作
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

＝
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
！
Ｉ
Ｃ
Ｔ
＝ 

   

特
別
支
援
学
級
で
あ
る
本
学
級
に
は
、
ゲ
ー
ム
依
存

の
傾
向
が
あ
る
児
童
が
在
籍
す
る
。
そ
こ
で
、
特
別
活

動
で
児
童
に
と
っ
て
身
近
な
ゲ
ー
ム
が
、
「
体
」
「
心
」

「
生
活
」
に
与
え
る
悪
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、

様
々
な
情
報
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
動
画
を
活
用
し
た
。 

ま
ず
、
児
童
一
人
一
人
の
ゲ
ー
ム
依
存
度
を
確
認
す

る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
依
存
度
は
、
低
い
児
童
か
ら
高

い
児
童
ま
で
、
様
々
で
あ
っ
た
。
依
存
度
の
高
い
児
童

の
な
か
に
は
「
ゲ
ー
ム
は
楽
し
い
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て

い
た
い
」「
休
み
の
日
は
朝
か
ら
晩
ま
で
や
っ
て
い
る
」 

な
ど
の
意
見
が
上
が
っ
た
。
続
い
て
、 

Ｏ
Ｋ
リ
ン
ク
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル 

ｃ
‐
⑲
「
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
依
存
」
ｃ 

‐
㉔
「
ネ
ッ
ト
依
存
」
の
動
画
を
視
聴 

し
た
。
視
聴
後
に
は
、
「
ゲ
ー
ム
を
や 

り
過
ぎ
る
と
、
勉
強
が
で
き
な
く
な
っ 

た
り
、
朝
き
ち
ん
と
起
き
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
」

「
悪
い
生
活
習
慣
が
続
く
と
、
授
業
が
分
か
ら
な
く
な

っ
た
り
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
」
と
い
う
感
想

が
聞
か
れ
た
。
児
童
た
ち
は
、
時
間
な
ど
の
ル
ー
ル
を

決
め
て
守
る
こ
と
や
、
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
普
及
に
よ
り
、
今
後
は
、
自

身
の
モ
ラ
ル
だ
け
で
な
く
、
他
者
へ
も
視
点
を
向
け
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
児
童
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
た
め
に
も
、
情
報
モ
ラ
ル
を
高
め
る
情
報

ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
動
画
の
活
用
は
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。 

（
奥
殿
小
学
校 

阿
路
川 

昌
宏
） 

 

今
回
紹
介
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

 

情
報
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
動
画 

 


